
県立図書館の利用状況についてのアンケート実施報告 

三重県立図書館です。 
「県立図書館の利用状況について」のアンケートの実施結果を次のとおり報告します。 
アンケートの結果は、今後の図書館運営の参考とし、県民のみなさんのお役に立つ図書館づくりに

活用させていただきます。また、アンケートにご協力いただきましたｅ－モニターのみなさんには、

改めてお礼申し上げます。 

１ アンケートの概要 
（１） 実施期間 平成２１年２月 17 日（火）から平成２１年３月２日（月）まで

（２） 意見募集の結果
対象者数 １，１３８名 
回答者数  ７５１名 
回答率   ６５％ 

２ アンケートの結果 

Ｑ１ 図書館に関する情報の有無 
県立図書館に関する情報を見たり聞いたりされたことがある方は３６％、ない方は６３％と

いう結果でした。 
このことから、県民のみなさんに県立図書館の取り組みをＰＲしていかなければならないと

改めて感じました。引き続き情報発信の充実に取り組んでまいります。 

Ｑ２ 図書館に関する情報の内容 
「利用案内」に関する情報が３４％と最も多く、「休館のお知らせ」が１３％と、「本を読ん

だり借りたり」といった図書館の基本的な機能に関する情報に、みなさんの意識が高いことが
わかりました。また、平成 20 年秋から本格的に取り組んでいる「新しい図書館づくり」の取

り組みに関する項目について、「イベント情報（講演会、講座など）」が２２％、「展示コーナ
ーの取り組み」、「マスコミ報道」がそれぞれ８％と十分ではありませんが、情報発信の取り組

みに対する一定の成果が出たものと思っています。 

Ｑ３ 図書館に関する情報の情報源 
県広報紙「県政だよりみえ」をあげられた方が３２％と最も多く、次いで「県立図書館のホ

ームページ」が１４％でした。「ポスター」や「チラシ」は、ともに７％という結果となり、
他の情報と一緒に掲示、配布される場合が多いと考えられるため、企画、内容の充実に加え、

露出度を高める工夫も必要であると感じました。 

Ｑ４ 情報源のうち、ポスターやチラシがあった場所 
「市町立図書館等市町の施設」が２５％、「県施設」が１７％、「ショッピングセンター、ス

ーパー」が７％となっており、今後も市町に協力をお願いしていくほか、多様な情報発信チャ
ンネルの確保と開拓に努め、来館いただかなくても図書館の情報を入手いただけるよう取り組

んでまいります。

Ｑ５ 図書館に対する印象や期待の変化 
「以前と変わらない」が５８％と最も多く、次いで「わからない」が３４％となっており、

当館利用の有無や日ごろの利用形態もこの結果の一因ではないかと思います。 



来館いただかなくても県立図書館の本を利用いただけること、講演会や講座の開催などを通
してさまざまな情報を提供し、みなさんのお役に立つ図書館づくりに取り組んでいることなど

が、みなさんに伝わるようにしなければならないと感じました。 
 

Ｑ６ 図書館が提供しているサービスの認知度 
昨年度のアンケートでも同じ質問をさせていただき、最も認知度が高かった「本を借りる」

が２５％（５７７名）から２３％（５８０名）となったほか、「貸出中の本の予約」が１２％
（２８８名）から９％（２４４名）、「本からコピーをとる」が１０％（２３７名）から８％（２

０３名）となりました。 
全体で見ると１名あたりの認知されているサービスの件数が３．２８件から３．２７件とな

り、大きな変化はありませんでした。 
しかしながら、選択肢としてあげた項目はいずれも県立図書館で提供しているサービスであ

り、「本を借りる」以外が１０％以下であることから、まずはみなさんに知っていただくため
の努力が必要であると痛感いたしました。 

 
Ｑ７ 図書館が提供しているサービスの利用度 

本設問もＱ６と同様に継続してお尋ねしたところ、「本を借りる」が３５％（１５８名）か
ら１７％（１８０名）と全体に占める割合は半減していますが、これは、今回の調査で設けた

「すべて利用したことがない」に対する回答が４７％（４９０名）あり、全体の回答件数が４
４７件から１，０３９件に増えたためです。 

利用いただいたことがない方が約半数を占めたことを含め、来館いただかなくても利用いた
だけるサービスの周知や、県立図書館の役割などについてもみなさんにお知らせする必要があ

ると感じました。 
 

Ｑ８ 最も望む図書館のサービス内容 
利用いただいたことがない方がＱ７で４９０名もあったためか、「特にない」をあげられ た

方が３０％と最も多く、「お茶やコーヒーなどを飲みながら、新聞や雑誌が読める場所をつく
る」が１２％、「自己負担すれば、本の貸出、返却に宅配便を利用できるようにする」と「気

に入った本と同じ本を図書館で購入できる仕組みをつくる」がともに１１％となり、書店にお
けるサービス内容の変化やインターネットを利用した本の購入サービスの隆盛など、最近の社

会情勢を反映したものと思われます。 
 

Ｑ９ 県立図書館の最も重要な役割、サービス 
「一般図書や雑誌のほか専門書の充実など、最新情報の提供」をあげられた方が３２％と最

も多く、次いで「来館が不便な方へのサービスの充実」が２０％あり、当館が重視している役
割や課題と一致した結果となり、その責務を果たすことができるよう努めてまいります。 

 
Ｑ10 図書館へのご意見ご提案（自由意見） 

「県立図書館が遠くて行けない」「近くに図書館があり、わざわざ遠くの県立図書館に行く 
必要がない」など、県立図書館の立地環境による利便性をあげられたご意見が最も多くありま

した。また、遠隔地に住んでいる方や市町立図書館への支援の必要性を求めるご意見も目立ち
ました。 

そのほか、「県立図書館には高度な情報提供と調べもののし易さの充実」、「県立図書館しか
できないサービス内容の確立」といった、県立の図書館としての機能の充実や市町立図書館と

のサービス内容の差別化を図ること、市町立図書館への支援を求めるご意見ご提案などもいた
だきました。 

さらには、「読みたい本、調べたいことがすぐに見つかる図書館であってほしい」「ずいぶん



といろいろなＰＲ活動を頑張られたという印象を受けます」などといった、期待や激励の声も
いただきました。 

 
３ 最後に 

今回のアンケートでは、昨年度から特に力を入れて取り組んでいる情報発信の取り組みがどの程
度まで浸透しているのかを中心にお尋ねしましたが、「遠隔地にあって利用できない。行けない」な

どの声から、「遠隔地であっても県立図書館のさまざまなサービスをご利用いただけることのＰＲ不
足」が逆に浮き彫りになりました。また、「近くの図書館を利用している」とのご意見や「市町立図

書館への支援、連携」を求めるご意見もありましたが、市町立図書館にない本を県立図書館から貸
し出したり、県立図書館を通じて他の図書館の本を近くの図書館に貸し出したりしていることなど、

市町立図書館に対する支援を含め県立図書館が果たしている役割や取り組みを、みなさんにわかっ
ていただけるよう広報することの必要性を感じました。 

みなさんからいただいたご意見、ご提案を踏まえ、こうした課題への対応を含め、みなさんのく
らしに役立つ図書館となることを目指し新しい図書館づくりを進めてまいりますので、ご理解ご利

用のほどよろしくお願いいたします。 
 


